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3月定例会 

　３月定例会は３月５日に招集され、２５日まで
の２１日間の会期で開きました。今定例会では
町長から提案された令和３年度一般会計予算な
どの議案２６件が上程されました。 

　審議の結果、いずれの議案も原案のとおり同
意・可決しました。 
　一般質問は３月２２日、２４日に行われ、６人の
議員が町政全般にわたり質問しました。 

一 般 会 計  

歳出総額 
82億6300万円 

歳入総額 
82億6300万円 

会 計 区 分 　  

一 　 般 　 会 　 計 

国民健康保険事業 

後期高齢者医療事業 

介 護 保 険 事 業  

水 　 道 　 事 　 業  

工 業 用 水 道 事 業  

下　水　道　事　業 

工業団地造成事業  

合　　　計　　　 

予　　算　　額　　
 
 

８２億６３００万円 

１９億８５７０万円 

２億９０３０万円 

１７億３３２０万円 

５億５２１０万円 

５３９０万円 

２４億２８９０万円 

１８億２２９０万円  

１７１億３０００万円 

増　減　額　 　率（%）  

△１７００万円 

５８６０万円 

１４１０万円 

２６４０万円 

△３億８１４０万円 

４８０万円 

２億３８４０万円 

１２億７０５０万円  

１２億１４４０万円 

 

△０.２ 

３.０ 

５.１ 

１.５ 

△４０.９ 

９.８ 

１０.９ 

２３０.０ 

７.６ 

前年度当初との比較 

特
別
会
計
 

企
業
会
計
 

令和３年度 各会計予算総括表 

令和3年度 

福崎駅エレベーター設置　　 
新ごみ処理施設の検討 など 
福崎駅エレベーター設置　　 
新ごみ処理施設の検討 など 
福崎駅エレベーター設置　　 
新ごみ処理施設の検討 など 
福崎駅エレベーター設置　　 
新ごみ処理施設の検討 など 

第495回定例会 



3月定例会 

注目事業はこれだ 注目事業はこれだ 注目事業はこれだ 注目事業はこれだ 

3 ふくさき議会だより　第158号 

高岡福田地区 
ほ場整備事業  
１８００万円 

公園施設整備事業 
３０００万円 

春日山整備事業 
 ２００万円 

雨水幹線整備事業 
３億１４２５万円 

令和3年度 

 
９１３０万円 

福崎小学校 
長寿命化改良事業  

３８９０万円 

ＪＲ福崎駅 
バリアフリー化事業 

（川すそ雨水幹線） 

（福崎浄化センター） 



3月定例会 
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財政調整基金とは 

　予測できない収入の減少や、支出の増加
に備えて積み立てておく基金です。 

豆 知 識 

　
予
算
審
査
特
別
委
員
会
は
３
月
９
日
・
１１
日
・
１２
日
の
３
日
間
開
催
さ
れ

付
託
さ
れ
た
各
会
計
の
令
和
３
年
度
予
算
に
つ
い
て
、
現
地
調
査
も
含
め
て

慎
重
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
 

　
審
査
の
結
果
、
各
会
計
と
も
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

ま
し
た
。
 

　
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

委
員
長
　
冨
田
 
昭
市
 

副
委
員
長
　
竹
本
 
繁
夫
 

企
画
財
政
課
長 

　
令
和
３
年
度
予
算
は
、
消
耗
品
・
食

糧
品
費
・
旅
費
な
ど
の
削
減
努
力
や
、

７
〜
８
年
で
で
き
て
い
た
こ
と
を
１０
年

で
や
る
事
業
規
模
に
し
て
我
慢
し
て
い

た
だ
く
と
い
う
よ
う
な
歳
出
削
減
の
一

方
で
、
我
慢
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
町

道
福
崎
駅
田
原
線
や
河
川
の
改
修
、
福

崎
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
公
園
整
備
な

ど
の
新
し
い
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
今
後
は
、
元
利
償
還
金
の
返
済
に

よ
り
苦
し
い
状
況
が
続
き
ま
す
が
、
令

和
６
年
度
に
は
令
和
２
年
度
と
同
程
度

の
水
準
に
な
る
見
込
み
で
、
こ
こ
３
年

が
我
慢
の
年
と
な
り
ま
す
。
 

　
財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し
が
令
和

２
年
度
に
比
べ
て
１
億
２
千
万
円
ほ
ど

増
え
て
い
る
な
ど
財
政
的
に
苦
し
く
な

っ
て
い
る
と
思
う
が
、
今
後
ど
う
い
っ

た
観
点
で
財
政
を
構
築
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
の
か
。
 

農
林
振
興
課
長 

農
林
振
興
課
長 

　
令
和
３
年
度
は
板
坂
の
徳
ヶ
畑
上
池

と
亀
坪
の
御
親
池
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

堤
体
を
切
っ
て
施
工
す
る
予
定
で
す
。
 

　
た
め
池
廃
止
工
事
と
は
、
ど
の
池
で

ど
う
い
っ
た
工
事
を
実
施
す
る
の
か
。
 

　
た
め
池
の
受
益
者
や
地
元
の
意
向
に

よ
り
進
め
て
い
ま
す
。
廃
池
の
工
事
に

よ
り
、
今
よ
り
も
安
全
性
は
高
ま
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
 

　
近
く
に
民
家
が
点
在
し
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
が
、
周
辺
住
民
と
の
調
整
は

で
き
て
い
る
の
か
。
 

学
校
教
育
課
長 

　
中
学
校
に
お
け
る
英
語
教
育
に
親
し

ん
で
ト
ラ
イ
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
創
設
し
た
も
の
で
す
。
対

象
は
中
学
校
３
年
生
で
、
級
を
問
わ
ず

１
年
に
一
度
、
検
定
料
を
全
額
補
助
す

る
も
の
で
す
。
強
制
は
い
た
し
ま
せ
ん

が
、
３
年
生
全
員
に
受
け
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

　
英
語
検
定
料
補
助
金
は
全
額
補
助
か
。

希
望
者
の
み
対
象
か
。
 

住
民
生
活
課
長 

　
元
中
播
消
防
署
職
員
の
退
職
者
は

令
和
２
年
度
の
３
人
か
ら
令
和
３
年
度

は
５
人
に
増
え
て
い
ま
す
。
中
播
消
防

事
務
組
合
を
解
散
し
た
時
点
の
中
播
消

防
の
職
員
の
退
職
は
令
和
２６
年
度
ま
で

で
す
。
そ
れ
以
降
は
姫
路
市
全
体
の
職

員
給
与
の
中
で
負
担
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
平
準
化
し
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

　
消
防
事
務
委
託
料
が
令
和
２
年
度
に

比
べ
増
え
て
い
る
。
以
前
の
決
算
審
査

特
別
委
員
会
で
元
中
播
消
防
署
職
員
の

退
職
金
の
影
響
と
聞
い
た
が
、
何
年
ま

で
続
く
の
か
。
 

予
算
審
査
特
別
委
員
会

予
算
審
査
特
別
委
員
会
 

予
算
審
査
特
別
委
員
会

予
算
審
査
特
別
委
員
会
 

予
算
審
査
特
別
委
員
会
 

各年度末残高の推移 
（単位：千円） 

Ｒ元 
決算 

１,３０４,３００ 

Ｒ２ 
決算見込 

１,３０９,２００ 

Ｒ３ 
予算 

 　９４４,２００ 



地
域
振
興
課
長 

町
長 

　
今
す
ぐ
に
と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま

せ
ん
が
、
長
い
目
で
見
れ
ば
自
転
車
が

安
全
に
周
遊
で
き
る
よ
う
な
道
路
整
備

を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
 

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
活
用
状
況
は
。
 

　
町
内
に
は
自
転
車
専
用
道
が
な
く
、

交
通
事
故
等
の
リ
ス
ク
も
考
え
ら
れ
る
。

自
転
車
で
安
全
に
走
れ
る
よ
う
な
周
遊

ル
ー
ト
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。
 

町
長 

　
商
工
業
者
を
含
め
、
コ
ロ
ナ
対
策
と

い
う
面
で
は
主
に
令
和
２
年
度
の
補
正

予
算
で
の
対
応
と
な
っ
て
お
り
、
令
和

３
年
度
に
繰
り
越
し
て
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
令
和
３
年
度
当
初
予
算
で
も
中

小
企
業
振
興
資
金
融
資
制
度
で
は
、
商

工
会
の
要
望
を
受
け
、
こ
れ
ま
で
１
年

間
の
利
子
補
給
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
を
３

年
間
に
改
め
て
い
ま
す
。
 

　
当
初
予
算
で
は
コ
ロ
ナ
禍
で
疲
弊
し

て
い
く
商
工
業
者
に
対
す
る
支
援
が
見

え
に
く
い
の
で
は
。
 

上
下
水
道
課
長 

　
公
園
利
用
者
の
希
望
を
受
け
、
ト
イ

レ
は
汲
み
取
り
か
ら
簡
易
水
洗
に
、
ま

た
、
駐
車
場
不
足
に
対
応
す
る
た
め
、

現
駐
車
場
下
の
公
園
の
一
部
を
駐
車
場

に
再
整
備
す
る
と
い
う
計
画
で
す
。
ト

イ
レ
整
備
費
と
し
て
１
３
０
０
万
円
、

駐
車
場
整
備
費
と
し
て
７
０
０
万
円
、

合
計
２
０
０
０
万
円
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
 

　
イ
ー
ス
ト
パ
ー
ク
の
整
備
計
画
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
 

町
長 

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど
、
今
後
の
状
況

を
見
な
が
ら
事
業
者
や
住
民
に
寄
り
添

う
行
政
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
 

　
飲
食
店
だ
け
で
な
く
幅
広
い
業
種
で

影
響
を
受
け
て
い
る
と
聞
く
。
ス
ポ
ッ

ト
だ
け
で
は
な
く
、
本
当
に
コ
ロ
ナ
禍

で
困
窮
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
支
援
す
る

よ
う
な
形
で
、
当
初
予
算
で
反
映
で
き

な
か
っ
た
部
分
は
今
後
の
補
正
予
算
を

期
待
し
た
い
。
 

上
下
水
道
課
長 

　
川
す
そ
雨
水
幹
線
は
、
全
長
約
２
１

０
０
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
約
半
分
が
整
備

済
み
、
令
和
３
年
度
は
約
１
４
０
メ
ー

ト
ル
の
施
工
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
 

　
直
谷
雨
水
幹
線
は
、
全
長
約
３
９
０

メ
ー
ト
ル
の
う
ち
約
１
３
０
メ
ー
ト
ル

が
整
備
中
、
令
和
３
年
度
は
約
２
０
０

メ
ー
ト
ル
の
施
工
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
 

　
雨
水
幹
線
工
事
の
計
画
延
長
と
整
備

状
況
は
。
 

上
下
水
道
課
長 

　
令
和
２
年
度
の
反
省
を
踏
ま
え
、
調

査
の
必
要
が
あ
れ
ば
で
き
る
限
り
正
確

な
位
置
で
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
 

　
川
す
そ
雨
水
幹
線
工
事
で
令
和
２
年

度
に
大
幅
な
工
事
費
の
増
額
変
更
が
あ

っ
た
が
、
事
前
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
が

施
工
場
所
の
隣
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
問

題
と
考
え
る
。
施
工
箇
所
の
真
ん
中
で

実
施
す
べ
き
。
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3月定例会 

レンタサイクル（　川観光交流センター） 

　
駅
前
と
　
川
の
両
観
光
交
流
セ
ン
タ

ー
の
そ
れ
ぞ
れ
に
電
動
自
転
車
５
台
、

普
通
の
自
転
車
が
５
台
あ
り
ま
す
。
主

に
観
光
の
方
の
利
用
と
な
っ
て
お
り
、

土
日
の
利
用
が
メ
イ
ン
に
な
っ
て
い
ま

す
。
妖
怪
ベ
ン
チ
の
周
遊
マ
ッ
プ
を
お

渡
し
し
て
お
り
、
ベ
ン
チ
を
巡
っ
て
観

光
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
現
在
、
ナ
ビ
機
能
を
持
た

せ
た
観
光
ア
プ
リ
を
開
発
中
で
す
。
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3月定例会 
　
新
ご
み
処
理
施
設
の
建
設
に
つ
い
て
神
崎
郡
３
町
で
協
議
を
重

ね
、
候
補
地
が
市
川
町
浅
野
区
に
決
定
し
た
こ
と
を
受
け
、
広
域
で

事
務
を
進
め
る
た
め
、
福
崎
町
は
令
和
３
年
７
月
１
日
か
ら
中
播
北

部
行
政
事
務
組
合
に
加
入
し
ま
す
。
 

　
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
は
、
早
期
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
体
制
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
、
１
月
２５
日
に
町
長
が
専
決
し
ま
し
た
。

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
６
０
万
円
を
増
額
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
を
１
０
６
億
３

５
９
０
万
円
と
し
て
い
ま
す
。
 

　
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
３
７
０
万
円
を
減

額
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
を
１
０
５
億
８
２
２
０
万
円
と
し
ま
し
た
。
 

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
感
染
症
対
策
事
業

は
令
和
３
年
度
に
繰
り
越
し
て
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
 

（
具
体
的
な
事
業
は
７
ペ
ー
ジ
）
 

繰越明許費 

１５００万円 

２９０万円 

１億１００万円 

１６００万円 

８２０万円 

１８３０万円 

４１００万円 

３３００万円 

６０００万円 

４００万円 

１億４２７０万円 

２００万円 

新生児世帯応援給付金給付事業 

保育対策総合支援事業（保育環境改善等事業） 

新型コロナウイルスワクチン接種事業 

プレミアム付商品券事業 

休業要請事業者経営継続支援事業 

小規模事業者応援事業 

道路維持改修事業 

橋梁補修事業（補助） 

防災行政無線改修及び戸別受信機整備事業 

学校教育活動継続支援事業 

小学校施設長寿命化改良事業 

学校教育活動継続支援事業 

氏　名 

　　　 橋 　 渉  

住　所 

　　福崎町南田原 

任　期 
　　令和３年４月１日から
　　３年間 　 

教
育
長
の
任
命
に
同
意
 

たかはし  わたる 

中播北部行政事務組合の概要 
（令和３年７月１日福崎町加入後） 

構成町 
神河町・市川町・福崎町 
 
共同処理事務 
①ごみ処理（中播北部クリーンセンター） 
②火葬場（市川斎場） 
③ごみ処理施設建設（新ごみ処理施設） 
※福崎町は③の事務に限る 

 
福崎町の分担金 
組合の管理運営に要する経費 
１００分の３０を３町の均等割 
１００分の７０を３町の人口割 

 
③ごみ処理施設建設に要する経費 
３町の人口割 

令和2年度  一般会計補正予算 令和2年度  一般会計補正予算 

繰越明許費とは 

　経費の性質や予算成立後のなんらかの理由で、

その年度内に支出が終わらない見込みがあるもの

について、議会の議決を得て翌年度に限り繰り越

して使用できるようにする予算。 

豆 知 識 
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3月定例会 

新型コロナウイルス感染症対策事業 

令和2年度　実施事業 

事業名 事業内容 

新型コロナウイルス感染症 
拡大防止協力金事業 
（従来分） 

県の要請で時短営業に協力した飲食店等の店舗に対し、協力金を支給する。 
６万円／日（１月１４日～２月７日） 
 

地域公共交通新型コロナウ 
イルス対応型運行支援事業 

車内等の密度を上げないように便数等に配慮した運行に取り組む地域公共 
交通事業者への支援を行う。 

新型コロナウイルス感染症 
対応物資購入事業 避難所用感染症対策備品を購入する。（間仕切り、段ボールベッド） 

窓口対話支援システム設置 
事業 

窓口アクリル板やマスク着用の影響により生じる「声の聞こえにくさ」を 
改善するため、コミューン（専用スピーカー）を設置する。 

事業名 事業内容 

飲食店等事業者応援事業 

認定こども園感染症拡大 
予防対策事業 

学校教育活動継続支援事業 

令和２年４月から令和３年３月までのいずれか一月の売上高が前年同月比 
で２０％以上減少している飲食店等事業者に、一律２０万円を支給する。 

認定こども園における感染症対策の強化に要する衛生資材等を整備する。 

学校における感染症対策の強化に要する衛生資材費等の整備および教職員 
の研修機会を確保する。 

新生児世帯応援給付金給付 
事業 

令和３年４月１日から令和４年３月３１日までに生まれた子を対象者とし、 
福崎町に住民登録のある対象者の父または母に対し、対象者１人につき 
１０万円を給付する。 

プレミアム付商品券事業 １万２０００円分の商品券を１万円で販売する。 
（総額１億２０００万円発行） 

新型コロナウイルス感染症 
拡大防止協力金事業 
（延長分） 

県の要請で時短営業に協力した飲食店等の店舗に対し、協力金を支給する。 
６万円／日（２月８日～２月２８日） 
４万円／日（３月１日～３月７日） 

令和3年度　繰越事業 



国民健康保険事業特別会計予算 

福崎町介護保険条例の一部を改正する条例 

総額１９億８５７０万円 

関連法令等の改正に伴い、介護保険料の改正と、算定 
の基礎となる各所得段階における基準所得金額を改正 

令和３年度予算 

条　例 

議 案 等  概 要  

賛否の分かれた議案等 

議案の審議結果 
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3月定例会 3月定例会 

令和3年度国民健康保険事業特別会計予算 

反対討論（要旨） 　国民健康保険は、社会保障の精神で運営されなければなりません。加

入者の構成は、高齢者や無職、非正規雇用など低所得層が多くなってい

ます。他の被用者保険に比べて病気になる率も高くならざるを得ません。

ましてコロナ禍のもと、社会保障としての役割がますます大きくなって

います。 

　都道府県営化以降、福崎町の保険税は大幅な上昇を毎年続けています。

これは健康作りの努力や住民の生活実態を無視したものです。コロナ禍

で収入が減った人も多くあります。「国民年金だけでは生活できない」

と、８０歳を超えても働きに出ている人があります。町当局には必死で生

きている人の声が聞こえないのでしょうか。 

　国や県の指導があるとはいえ、多くの自治体が独自の施策展開で保険税の上昇を抑えているではありま

せんか。５月の税率改定では町民に寄り添った内容となることを求めます。 

採決の結果 

　令和3年度国民健康保険事業特別会計予算 

　福崎町介護保険条例の一部を改正する条例 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ １０ １１ １２ １３ １４ 

○ 

 

○ 

 

１１ 

２ 

１１ 

２ 

賛成 

反対 

賛成 

反対 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

● 

 

● 

 

● 

 

● 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

－ 

－ 

－ 

－ 

 

９ 

議 案 名  賛否 
北
山
孝
彦
 

前
川
裕
量
 

城
谷
英
之
 

高
井
國
年
 

冨
田
昭
市
 

柴
田
幹
夫
 

竹
本
繁
夫
 

木
村
い
づ
み
 

石
野
光
市
 

小
林
　
博
 

山
口
　
純
 

三
輪
一
朝
 

松
岡
秀
人
 

河
嶋
重
一
郎
 

注1　北山議長は賛否同数の採決以外は採決に加わりません。 

討論 

討論 
反対討論（要旨） 

石野光市  

　介護保険料は国保税と共に引き上げが続き、払いたくても払えない、

生活を圧迫するという状況に加え、また、年金受給者は強制的に天引き

されるなど、生活をより厳しくするという状態を招いています。昨年１２

月から今年１月に行われたパブリックコメントに示されていた料率、金

額よりもさらに高い保険料引き上げとなっています。コロナ禍の厳しい

生活実態のもと、令和３年度から令和５年度まで年額の介護保険料基準

額で６９,３００円を７３,９００円に引き上げようとする本案に賛成することはで

きません。 

小林　博  

討論 

討論 討論 福崎町介護保険条例の一部を改正する条例 
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3月定例会 

市川町外三ケ市町共有財産事務組合議員の選任 

教育長の任命 

一般会計予算 

後期高齢者医療事業特別会計予算 

介護保険事業特別会計予算 

水道事業会計予算 

工業用水道事業会計予算 

下水道事業会計予算 

工業団地造成事業会計予算 

専決処分の承認を求めること（一般会計補正予算（第６号）） 

一般会計補正予算（第７号） 

国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 

後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号） 

介護保険事業特別会計補正予算（第３号） 

下水道事業会計補正予算（第２号） 

福崎町長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例の制定 

中播北部行政事務組合への加入   

福崎町第３次障がい者プランの策定     

第８期福崎町高齢者福祉計画及び介護保険事業計画の策定     

福崎町道路線の廃止及び認定 

福崎町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 

行政手続に関する押印の見直し等に伴う関係条例の整備に 
関する条例 

福崎町町道の構造の技術的基準に関する条例の一部を改正す 
る条例 

指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準 
等の一部を改正する省令に伴う関係条例の整備に関する条例 
 

　橋渉氏を任命（再任） 

総額８２億６３００万円 

総額２億９０３０万円 

総額１７億３３２０万円 

３６０万円増額（総額１０６億３５９０万円） 

５３７０万円減額（総額１０５億８２２０万円） 

２８５０万円増額（総額２１億２９８０万円） 

１２８０万円増額（総額２億９６１０万円） 

２４０万円減額（総額１７億２３７０万円） 

対象選挙区から推薦された１８名を組合議員に 
選任 

収益的収入４億３４２０万円、支出４億２７１０万円 
資本的収入３億２２９０万円、支出１億２５００万円 

収益的収入４６７０万円、支出４６３０万円 
資本的収入０円、支出７６０万円 

収益的収入１３億６２１０万円、支出１３億４６１０万円 
資本的収入６億６３００万円、支出１０億８２８０万円 

収益的収入９億１４０万円、支出８億８７８０万円 
資本的収入０円、支出９億３５１０万円 

収益的収入及び支出、資本的収入および支出 
等を補正 

地方自治法の改正に伴い、町長その他の職員 
の町に対する損害賠償責任の一部を免除する 
旨を定める条例の制定 

国や県が進める書面規制、押印、対面規制の 
見直しに伴い、町への提出文書への押印を見 
直す改正 

地方税法の改正に伴い、国民健康保険税の軽 
減判定所得金額を改正 

関連省令の改正に伴い、省令で定める基準を 
参考に条例で定めている基準を改正 

関連法令の改正に伴い、交通安全施設に自動 
運行補助施設を加え、また、歩行者利便増進 
道路の基準を追加する改正 
 ごみ処理施設の建設に関する事務を神崎郡３ 
町で共同処理するため、令和３年７月１日から 
中播北部行政事務組合に加入 

障がい福祉施策を総合的かつ計画的に推進す 
るため、福崎町第３次障がい者プランを策定 
（計画期間：令和３年度～令和１１年度） 

高齢者が健康でいきいきと安心して暮らせる 
社会の構築及び介護サービス等の基盤整備を 
計画的に進めるため、第８期福崎町高齢者福 
祉計画及び介護保険事業計画を策定 
（計画期間：令和３年度～令和５年度） 

２級工業団地１０号線、３級３３０号線、４級８４５号 
線及び８４６号線を廃止 
２級２３６６号線、３級３３０号線及び４５２号線を認定 

人　事 

令和３年度 
予算 

令和２年度 
補正予算 

条　例 

その他 
 

議 案 等  概 要  

全員賛成で同意・可決した議案等 

議案の審議結果 
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固定資産税（土地）の負担調整措置 
令和３年度に限り、課税標準額が据え置き 
固定資産税（土地）の負担調整措置 
令和３年度に限り、課税標準額が据え置き 
固定資産税（土地）の負担調整措置 
令和３年度に限り、課税標準額が据え置き 

　固定資産税は１月１日時点で土地、家屋、償
却資産を所有する者に対して、評価額に基づい
て課税するものです。 
　土地、家屋の評価額は３年ごとに評価替えを
行い、原則３年間は据え置きです。令和３年度
はその評価替えの年となります。 
　土地については、地価が上昇したところは固

定資産税が増額されることになりますが、新型
コロナウイルス感染症により状況が大きく変化
したことを踏まえ、納税者の負担感に配慮する
観点から、令和３年度に限り、負担調整措置等
により税額が増加する場合は、令和２年度の課
税標準額に据え置く特別な措置を講ずるとの説
明がありました。 

委

員

長
　
山
口
　
　
純
 

副
委
員
長
　
木
村
い
づ
み

委
　
　
員
　
石
野
　
光
市

委
　
　
員
　
城
谷
　
英
之

委
　
　
員
　
高
井
　
國
年
 

委
　
　
員
　
前
川
　
裕
量
 

委
　
　
員
　
松
岡
　
秀
人
 

　兵庫県指定重要有形文化財の三木家住宅の北東にあった
土塀が西側に倒壊し、指定管理者が設置している空調室外
機、給湯器、通路の板塀を破損したとの報告がありました。 

　すでに予約されていた宿泊
利用者には、部屋の変更や暖
房設備変更で対応し、新しい
室外機と給湯器に交換したと
のことです。残存している土
塀については、専門家の診断
を受け、必要な対策を講じる
とのことです。 

大庄屋三木家住宅の土塀が倒壊 

固定資産税に係る令和３年度における特別な措置（土地） 税額の動き 

〈令和２年度〉 

地価上昇により 
税額が増加する場合 

※ 商業地等・住宅用地・農地など全ての土地について適用。 

令和３年度に限り、 
令和２年度と同額とする。 

地価下落により 
税額が減少する場合 

〈令和３年度〉 
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民生まちづくり常任委員会 

新型コロナウイルスワクチン接種 
準備進む 

新型コロナウイルスワクチン接種 
準備進む 

新型コロナウイルスワクチン接種 
準備進む 

　新型コロナウイルスワクチン接種に向け検討を
進めているとの報告を受けました。ワクチンの
配布状況は未定ですが、接種に関しては国の方
針に従い確実に事務を進めていくとのことです。
　福崎町ではコールセンターや相談窓口を設置
して問い合わせや対応に当たります。不安な点
や疑問点についてはお気軽にご相談ください。 

委

員

長
　
小
林
　
　
博

副
委
員
長
　
竹
本
　
繁
夫
 

委
　
　
員
　
河
嶋
重
一
郎
 

委
　
　
員
　
北
山
　
孝
彦
 

委
　
　
員
　
柴
田
　
幹
夫
 

委
　
　
員
　
冨
田
　
昭
市
 

委
　
　
員
　
三
輪
　
一
朝
 

　現在、町は川すそ雨水幹線と直谷雨水幹線
の整備を進めています。それぞれ着実に進捗
しており、整備が終わった区間では一定の効
果も見られます。水害に悩む住民は多く、早
期の完成を求めています。 

　しかし、工事に伴う交通規制等による近隣
住民への影響や、様々な要因に伴う工事費の
増額など、課題は数多くあります。 
　委員会としてもしっかりと現状を把握し
住民の安全安心のために尽力していきます。 

雨水幹線整備　着実に進捗 

接種日に住民基本台帳に登録されている 
16歳以上の方 
※ワクチン接種は強制ではありません。 

接種対象者 

 
　　　　　　　　対象者 

医療従事者等 

高齢者（昭和32年4月1日以前生まれ） 

　①高齢者施設等の入所者（一部従事者含む） 

　②意向確認票到着順 

基礎疾患を有する人 

上記以外の人 

接種 
順位 

１ 

 

２ 

 

３ 

４ 

〇 ワクチン接種の受け方、予約について 
　 福崎町新型コロナワクチンコールセンター 
　 TEL 23－0567 
　（月～金 8：30～17：15） 

〇 ワクチン接種に関する一般的な問い合わせ 
　 保健センター 
　 TEL 22－0560（内線360～363） 
　（月～土 8：30～17：15） 

〇 医学的な内容など専門的な相談 
　 兵庫県新型コロナワクチン専門相談 
　 TEL 078－361－1779 
　（毎日 9：00～17：30） 

〇 ワクチンの有効性や安全性について 
　 厚生労働省新型コロナワクチンコールセンター 
　 TEL 0120－761770 
　（毎日 9：00～21：00） 

コールセンター及び相談窓口 

川すそ雨水幹線（整備済み区間） 



ごみ処理計画検討特別委員会 
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委
員
長
　
前
川
　
裕
量
 

副
委
員
長
　
山
口
　
　
純
 

委
員
長
　
前
川
　
裕
量
 

副
委
員
長
　
山
口
　
　
純
 

姫路市へのごみ処理委託に向けて 姫路市へのごみ処理委託に向けて 姫路市へのごみ処理委託に向けて 

　令和４年度から、収集したごみはくれさかクリーン

センターへ運ばれ、そこで積替をし、姫路市の市川美

化センターへ運搬されることになります。そのため、

令和３年度にくれさかクリーンセンターの施設を一部

改修します。また、市川美化センターまでごみを運搬

するための車両（６.６ｔ車）を３台購入するとのことです。

　３月初旬に入札が行われ、落札業者等が決まりました。

　ごみ処理計画検討特別委員会は平成３０年

６月定例会において「くれさか環境事務組

合の将来計画及び神崎郡ごみ処理施設の建

設等、福崎町のごみ処理計画について、総

合的に調査・検討を行うこと」を目的とし

て設置されました。 

　その後、次期ごみ処理施設建設候補地が

市川町浅野地区に決定し、令和３年３月定

例会において中播北部行政事務組合への加

入の議案が上程されたことを受け、所期の

目的は達成されたとして委員会の廃止を決

定いたしました。 

　今後も引き続き多くの課題に取り組んで

いくことになりますが、神崎郡３町が連携

し、これからのごみ処理を行政と議会がそ

れぞれの役割を果たしながら推進していき

ます。 

積替施設整備工事請負業者：エスエヌ環境テクノロジー㈱　　工事金額：２億８１１６万円 
運搬車両納入業者：新明和工業㈱　　購入金額：５２８９万７３２０円 

浅野区建設委員会と神崎郡３町の町長による意見交換会 

内　　　　　　　　　　容 日　程 

１月２２日 

「神崎郡ごみ処理施設整備基本計画策定業務※」公募型プロポーザル、プレゼン 
テーションを開催→中外テクノス㈱に決定 
※ 施設整備基本計画とは、施設を整備する上で必要な基本条件をあらかじめ設定する 
　ために作成するもの。ごみの種類や量、施設規模、処理方式、環境保全目標、排ガ 
　ス・排水処理方式の設定、施設配置計画等について検討する。 

２月１５日 
経
　
　
過
 

神崎郡ごみ処理施設建設にかかる経過 

ごみ処理計画検討特別委員会を廃止 

くれさかクリーンセンター 
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一般質問 

 
「一般質問」は公の場である議会で行政全般について町長の考え方や町 
政をただし、議員自らも政策提言を行い政治姿勢を明らかにする大切な 
場です。質問をする議員は町長に事前に質問内容を通告します。議員の 
質問（持ち時間）は45分間となっています。質問した議員が原稿を起こし 
「議会だより」に掲載しています。 

 

① 新型コロナウイルス感染症対策に

　 ついて 

② 保健・福祉施策について 

③ 子育て・教育施策について 

④ 町の基盤整備と安全な街づくりに

　 ついて 

⑤ 環境・防災問題について 

 

 

① 観光政策と我が町の将来について 

 

 

① 本町の人口にかかる政策について 

② 交付金の交付と効果および制度設

　 計について 

 

① 消防・防災について 

② 文珠荘について 

③ 前回の質問について 
 
 

 

① 予防接種について 
 
 

 

① 道路舗装について 

② 事故多発交差点の対策について 

③ 高校卒業までの通院医療費の公費

　 負担について 

④ 人権啓発・人権教育について 

⑤ コロナ対策としての生活支援策の

　 周知について 

小 林 　 博  
１４ページ 

三 輪 一 朝  
１６ページ 

山 口 　 純  
１５ページ 

城 谷 英 之  
１７ページ 

木村いづみ
１８ページ 

石 野 光 市  
１９ページ 

通 告 の 内 容  

各議員のページのＱＲコードを読み取ると一般質問の様子を動画でご覧いただけます。 
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一般質問 

問  
　
保
健
所
の
統
廃
合
が

進
め
ら
れ
た
。
福
崎
町
は

昼
間
人
口
の
多
い
町
。
福

崎
保
健
所
の
感
染
症
対
策

の
体
制
は
ど
う
か
。
 

健
康
福
祉
課
長
 

　
人
員
も
少
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。
関
係
機
関
と
協

力
し
て
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。
 

問  
　
高
齢
者
な
ど
の
フ
レ

イ
ル
対
策
は
ど
う
か
。
 

問  
　
収
入
減
、
失
業
な
ど

生
活
へ
の
影
響
と
対
策
は
。
 

問  
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
人

材
確
保
に
対
策
は
。
 

健
康
福
祉
課
長
 

　
令
和
３
年
度
事
業
で
実

態
把
握
と
生
活
支
援
、
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
へ
参

加
を
勧
め
ま
す
。
 

健
康
福
祉
課
長
 

　
法
定
雇
用
率
は
町
内
企

業
の
６２
％
が
満
た
し
て
い

ま
す
。
更
に
推
進
に
努
め

ま
す
。
 

学
校
教
育
課
長
 

　
議
事
録
は
改
善
し
ま
す
。

授
業
の
工
夫
や
補
充
学
習

個
別
指
導
な
ど
で
対
応
し

て
い
き
ま
す
。
 

地
域
振
興
課
長
 

　
商
工
会
と
連
携
し
対
策

を
整
え
ま
す
。
 

町
長
 

　
し
っ
か
り
と
対
応
し
て

も
ら
え
る
よ
う
な
措
置
を

執
り
た
い
。
 

技
監
 

　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
は

令
和
４
年
度
に
工
事
完
了

と
考
え
て
い
ま
す
。
 

町
長
 

　
教
育
・
文
化
・
福
祉
を

大
切
と
す
る
原
点
は
忘
れ

ま
せ
ん
。
 

健
康
福
祉
課
長
 

問  
 
障
が
い
者
雇
用
の
現

状
と
推
進
は
ど
う
か
。
 

問  
 
教
育
委
員
会
の
役
割

と
責
任
に
相
応
し
い
議
事

録
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
学

習
に
取
り
残
さ
れ
る
子
ど

も
が
あ
る
の
で
は
と
心
配

す
る
。
少
人
数
学
級
を
含

め
、
取
り
組
み
を
求
め
る
。
 

問  
 
福
崎
町
単
独
の
施
策

の
維
持
・
充
実
を
求
め
る
。
 

問  
 
加
西
市
の
よ
う
に
国

保
の
子
ど
も
均
等
割
の
廃

止
や
、
高
齢
者
の
社
会
参

加
促
進
の
た
め
に
も
補
聴

器
購
入
に
補
助
の
実
施
を
。
 

問  
 
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

設
置
、
駅
前
の
信
号
等
、

交
通
安
全
対
策
の
進
行
予

定
は
。
 

　
機
会
を
と
ら
え
て
国
に

求
め
て
い
き
た
い
。
研
究

は
し
ま
す
。
 

住
民
生
活
課
長
 

　
信
号
は
現
状
で
は
困
難

で
す
。
解
決
へ
の
可
能
性

を
探
っ
て
い
き
ま
す
。
 

住
民
生
活
課
長
 

　
県
が
指
導
中
で
す
。
公

害
防
止
協
定
は
守
っ
て
い

き
ま
す
。
 

公
営
企
業
管
理
者
 

　
現
経
営
を
守
り
ま
す
。

井
ノ
口
水
源
は
慎
重
に
検

討
し
ま
す
。
 

住
民
生
活
課
長
 

　
予
算
を
拡
充
し
ま
し
た
。
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

　
県
道
は
令
和
３
年
度
に

は
工
事
着
手
、
町
道
は
令

和
７
年
度
の
完
成
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
 

関係機関と協力して取り組んでいく 
小林　博  

七
種
山
周
辺
整
備
 

保
健
・
福
祉
施
策

保
健
・
福
祉
施
策
 

保
健
・
福
祉
施
策
 

七
種
山
周
辺
整
備
 

教
育
施
策

教
育
施
策
 

教
育
施
策
 

七
種
山
周
辺
整
備
 

安
全
な
街
づ
く
り

安
全
な
街
づ
く
り
 

安
全
な
街
づ
く
り
 

問 　
　
県
道
甘
地
福
崎
線
、
 

町
道
福
崎
駅
田
原
線
・
千

束
新
町
線
の
進
捗
状
況
は
。
 

問 　
　
高
橋
、
板
坂
の
廃
棄

物
堆
積
等
の
解
決
は
。
ま

た
、
工
業
団
地
周
辺
の
生

活
環
境
維
持
の
た
め
に
は

公
害
防
止
協
定
の
維
持
が

大
切
と
考
え
る
が
、
町
の

姿
勢
は
。
 

問 　
　
曇
り
に
く
い
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
の
推
進
を
求
め
る
。
 

問 　
　
国
に
は
水
道
の
民
営

化
、
広
域
化
の
方
針
が
あ

る
が
、
町
の
姿
勢
は
。
自

己
水
源
を
守
る
の
は
災
害

の
教
訓
。
方
針
は
ど
う
か
。
 

七
種
山
周
辺
整
備
 

環
境
問
題

環
境
問
題
 

環
境
問
題
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一般質問 

問  
 
ア
プ
リ
の
進
捗
状
況

は
。
 

地
域
振
興
課
長
 

　
開
発
開
始
か
ら
令
和
２

年
１２
月
末
ま
で
機
能
設
計

各
画
面
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ

ー
ス
（
ス
マ
ホ
に
表
示
す

る
案
内
画
面
等
）
の
仕
様

設
計
、
観
光
施
設
や
妖
怪

ベ
ン
チ
な
ど
の
情
報
の
整

備
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
後
、
令
和
３
年
２
月
末

ま
で
は
Ａ
Ｒ
撮
影
に
使
用

す
る
３
Ｄ
デ
ー
タ
や
フ
ォ

ト
フ
レ
ー
ム
コ
ン
テ
ン
ツ

（
様
々
な
写
真
の
額
縁
設

計
）
の
作
成
、
観
光
案
内

で
表
示
す
る
様
々
な
写
真

の
作
成
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
３
月
に
入
っ
て
ア
プ

リ
が
完
成
し
た
の
で
、
動

作
確
認
と
不
具
合
の
修
正

そ
れ
か
ら
現
地
で
の
最
終

動
作
確
認
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。
 

問  
 
公
開
日
は
。
 

地
域
振
興
課
長
 

　
業
者
か
ら
納
品
後
、
ア

ッ
プ
ル
ス
ト
ア
、
グ
ー
グ

ル
ス
ト
ア
へ
の
配
信
申
請

を
行
い
ま
す
。
約
１
、
２

週
間
の
審
査
期
間
を
経
て

４
月
中
旬
か
ら
下
旬
の
公

開
予
定
と
し
て
い
ま
す
。
 

問  
 
便
利
機
能
や
ゲ
ー
ム

性
を
高
め
る
と
い
っ
た
今

後
の
機
能
拡
大
は
。
 

地
域
振
興
課
長
 

　
拡
張
機
能
が
な
け
れ
ば

利
用
者
に
飽
き
ら
れ
て
し

ま
い
ま
す
の
で
、
利
用
者

が
面
白
い
と
思
え
る
コ
ン

テ
ン
ツ
を
考
え
て
い
き
ま

す
。
今
回
の
ア
プ
リ
で
は

観
光
施
設
の
情
報
や
写
真

は
運
営
側
（
福
崎
町
）
が

追
加
、
編
集
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
ま
す
の
で
、

定
期
的
な
観
光
施
設
、
飲

食
店
の
グ
ル
メ
情
報
の
ア

ッ
プ
デ
ー
ト
を
行
う
こ
と

で
、
季
節
に
応
じ
た
イ
ベ

ン
ト
を
演
出
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ア
プ
リ
に
搭
載
し

て
い
る
Ｑ
Ｒ
撮
影
機
能
で

Y
o
u
T
u
b
e
 

な
ど
の
動
画

リ
ン
ク
や
フ
ォ
ト
フ
レ
ー

ム
、
Ａ
Ｒ
撮
影
用
の
３
Ｄ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ー
タ
を

運
営
側
で
登
録
し
て
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
発
行
す
る
こ
と

も
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム
は
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
用
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
に
も
活
用
で
き
ま

す
し
、
動
画
リ
ン
ク
は
謎

解
き
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
際

に
も
活
用
で
き
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
 

　
ア
プ
リ
公
開
初
年
度
は

町
内
を
楽
し
く
周
遊
で
き

る
ア
イ
テ
ム
と
し
て
ア
プ

リ
を
活
用
し
て
い
た
だ
き

そ
の
後
、
機
能
ア
ッ
プ
な

ど
も
進
め
ま
す
。
 

観光アプリは４月中旬から下旬にグーグル、 
アップルでインターネット公開予定です 山口  純  

文化財ホテル滞在にアプリで町内周遊を楽しむスタイルが定着するか注目 
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一般質問 

問  
　
福
崎
町
の
第
５
次
総

合
計
画
で
は
、
令
和
５
年

に
人
口
１
９
５
０
０
人
を

維
持
す
る
こ
と
を
目
標
と

し
て
い
る
。
令
和
２
年
１２

月
末
時
点
の
人
口
は
１
９

０
０
０
人
を
下
回
る
１
８

９
９
９
人
で
、
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
に
お
け
る
９
年
先
の
令

和
１２
年
時
点
の
推
計
人
口

１
９
０
５
５
人
と
同
水
準

で
あ
る
。
こ
の
た
び
の
人

口
変
動
の
要
因
を
分
析
し

て
い
る
の
か
。
 

企
画
財
政
課
長
 

　
詳
細
な
分
析
は
、
昨
年

実
施
さ
れ
た
国
勢
調
査
の

人
口
移
動
集
計
の
結
果
を

待
ち
た
い
と
考
え
ま
す
。
 

企
画
財
政
課
長
 

　
人
口
増
に
つ
な
が
る
特

効
薬
は
無
い
と
考
え
て
お

り
、
現
時
点
で
は
現
行
の

取
り
組
み
の
大
幅
な
上
乗

せ
や
、
新
た
な
施
策
を
取

り
急
ぎ
打
ち
出
そ
う
と
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。
 

企
画
財
政
課
長
 

　
直
近
５
年
間
で
人
口
が

５
４
３
人
減
少
し
て
い
ま

す
。
令
和
元
年
１０
月
か
ら

の
１
年
間
の
み
を
他
の
期

間
の
減
少
幅
と
比
較
す
る

と
人
口
の
減
少
が
加
速
化

し
て
お
り
、
そ
の
要
因
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
り
入
国
制
限
と

な
っ
た
外
国
人
が
９５
人
減

少
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

企
画
財
政
課
長
 

　
現
時
点
お
よ
び
今
後
も

見
直
す
こ
と
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
。
 

町
長
 

　
人
口
減
少
に
即
効
性
の

あ
る
施
策
は
見
い
だ
せ
ま

せ
ん
が
、
総
合
的
に
住
み

や
す
い
ま
ち
、
魅
力
の
あ

る
ま
ち
、
安
全
安
心
の
ま

ち
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が

人
口
減
少
対
策
に
つ
な
が

っ
て
い
く
と
考
え
て
い
ま

す
。
 

　
問
題
点
は
我
が
国
の
合

計
特
殊
出
生
率
が
１.４
で
あ

っ
て
、
第
一
に
考
え
る
べ

き
は
、
日
本
の
人
口
減
少

を
食
い
止
め
る
こ
と
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
 

　
日
本
の
子
育
て
支
援
の

Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は
１.４
％
で
す
。

ド
イ
ツ
は
２
％
、
フ
ラ
ン

ス
は
３
％
。
最
も
多
い
ハ

ン
ガ
リ
ー
は
５
％
で
、
合

計
特
殊
出
生
率
は
２
以
上

に
な
っ
て
い
る
と
聞
い
て

い
ま
す
。
 

　
せ
め
て
日
本
は
子
育
て

支
援
に
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
２
％
の

１０
兆
円
を
投
じ
る
政
策
を

是
非
実
施
い
た
だ
き
た
い

と
の
思
い
で
す
。
 

問  
 
本
町
が
人
口
維
持
あ

る
い
は
増
加
に
向
け
た
新

た
な
強
化
策
を
実
施
し
た

と
し
て
も
遅
効
性
で
あ
る

と
す
る
と
、
本
町
は
令
和

５
年
の
目
標
人
口
１
９
５

０
０
人
を
達
成
す
る
こ
と

は
現
実
的
で
は
な
い
。
本

町
は
令
和
５
年
の
目
標
人

口
を
見
直
す
こ
と
は
あ
る

の
か
。
 

問  
 
人
口
変
動
に
か
か
る

要
因
が
急
拡
大
・
急
変
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
も
の

に
つ
い
て
の
本
町
の
見
解

は
ど
う
か
。
 

問  
 
人
口
維
持
あ
る
い
は

増
加
に
向
け
た
新
た
な
強

力
な
施
策
、
あ
る
い
は
現

行
の
取
り
組
み
に
大
幅
な

上
乗
せ
な
ど
を
行
う
必
要

性
に
つ
い
て
、
本
町
の
認

識
は
ど
う
か
。
 

総合的に住みやすいまち、魅力のあるまち、安全安心の 
まちを作っていくことが人口減少対策につながります 三輪一朝  

人口減少の影響 

コミュニティ 
機能の低下 

地域経済活動の低下 

公共交通機関の 
重要性増大 

減少する歳入と増加 
する住民の負担 

基礎的なコミュニティ機能の低下 

地域文化の伝承の途絶 

地域経済の縮小、産業の衰退 

高齢化の伸展による公共交通機関の 
重要性増大 

公共施設等のインフラに係る維持管理 
および補修費用の負担増加 

高齢者の増加による社会保障費の増加 

出典：「福崎町人口ビジョン（改訂版）２０２０年３月」 
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一般質問 

色々な意見を聞いて検討します 
城谷英之  

問  
 
老
人
憩
い
の
家
と
し

て
、
文
珠
荘
は
今
ま
で
町

内
の
方
々
が
運
営
し
て
こ

ら
れ
た
。
し
か
し
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
大
き
く
経

営
が
悪
化
し
た
。
指
定
管

理
者
が
決
ま
ら
な
い
の
は

町
と
し
て
の
あ
ま
り
に
冷

た
い
対
応
に
原
因
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
う

が
ど
う
か
。
 

町
長
 

　
町
と
し
て
は
指
定
管
理

者
と
協
議
し
て
１
０
０
万

円
の
支
援
を
実
施
し
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
も
事

業
を
継
続
し
、
文
珠
荘
の

運
営
を
続
け
て
い
た
だ
い

た
指
定
管
理
者
に
は
感
謝

と
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い

と
思
い
ま
す
。
 

住
民
生
活
課
長
 

　
活
動
の
範
囲
を
広
げ
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
今
後

消
防
団
本
団
会
議
で
検
討

し
ま
す
。
 

住
民
生
活
課
長
 

　
昭
和
６０
年
に
消
防
団
機

構
改
革
検
討
委
員
会
が
設
 

置
さ
れ
、「
消
防
力
の
基
準
」
 

に
基
づ
き
、
分
団
の
基
本

定
数
１５
名
が
決
定
さ
れ
ま

し
た
。
 

問  
 
全
国
的
に
消
防
団
の

団
員
数
が
減
少
し
て
い
る
。

福
崎
町
消
防
団
の
定
数
６

０
０
名
（
各
村
の
消
防
団

の
最
低
定
数
１５
人
）
を
決

め
た
根
拠
は
。
 

問  
 
機
能
別
消
防
団
の
出

動
は
火
災
の
み
と
な
っ
て

い
る
。
災
害
に
も
出
動
で

き
る
様
に
し
て
は
ど
う
か
。
 

健
康
福
祉
課
長
 

　
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
搬
送

費
用
の
負
担
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
医
療
保
険
制
度
に

基
づ
き
医
療
費
の
負
担
（
平

均
で
８
０
０
０
円
〜
９
０

０
０
円
）
が
か
か
り
ま
す
。
 

住
民
生
活
課
長
 

　
姫
路
市
中
播
消
防
署
建

替
等
検
討
委
員
会
を
開
催

し
、
具
体
的
に
候
補
地
を

し
ぼ
り
な
が
ら
、
令
和
３

年
度
中
に
は
候
補
地
の
決

定
ま
で
行
う
事
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
 

町
長
 

　
適
地
が
あ
り
今
す
ぐ
に

整
備
で
き
る
と
い
う
状
況

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後

の
課
題
と
し
ま
す
。
 

問  
 
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
避

難
救
助
等
は
高
額
な
費
用

が
か
か
る
と
聞
く
が
、
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
は
ど
う
か
。

ま
た
、
本
町
も
ヘ
リ
ポ
ー

ト
を
整
備
す
べ
き
で
は
。
 

問  
 
姫
路
市
中
播
消
防
署

の
建
て
替
え
は
、
現
在
ど

の
よ
う
に
進
め
ら
れ
て
い

る
の
か
。
 

住
民
生
活
課
長
 

　
ど
の
よ
う
な
通
信
手
段

が
一
番
有
効
な
の
か
、
今

後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
 

問  
 
ポ
ン
プ
庫
、
公
民
館

や
避
難
所
へ
のW

i

―F
i

配

備
を
、
自
立
の
ま
ち
づ
く

り
交
付
金
等
で
検
討
し
て

も
ら
え
な
い
か
。
 

住
民
生
活
課
長
 

　
条
例
定
数
の
見
直
し
を

含
め
、
検
討
は
必
要
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。
 

問  
 
福
崎
町
消
防
団
の
在

り
方
に
つ
い
て
、
報
酬
も

含
め
検
討
委
員
会
を
開
い

て
は
ど
う
か
。
 

住
民
生
活
課
長
 

　
副
分
団
長
以
下
、
年
間

１
０
０
０
０
円
で
、
３２
位

（
ワ
ー
ス
ト
２
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。
 

問  
 
現
在
、
消
防
団
の
報

酬
は
い
く
ら
か
。
県
下
で

何
番
目
の
報
酬
か
。
 

消
防
・
防
災

消
防
・
防
災
 

消
防
・
防
災
 文珠荘 
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問  
　
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
は
高
齢
者
か
ら
で
す
が

接
種
ま
で
の
流
れ
は
。
 

健
康
福
祉
課
長
 

　
高
齢
者
の
方
へ
は
、
接

種
を
希
望
す
る
か
し
な
い

か
、
集
団
接
種
か
、
ど
の

医
療
機
関
で
個
別
接
種
を

希
望
さ
れ
る
の
か
に
つ
い

て
事
前
に
意
向
調
査
を
行

い
ま
す
。
 

健
康
福
祉
課
長
 

　
医
療
機
関
で
配
っ
て
い

た
だ
い
て
い
る
ワ
ク
チ
ン

接
種
手
帳
が
あ
り
ま
す
。
 

健
康
福
祉
課
長
 

　
保
健
セ
ン
タ
ー
、
エ
ル

デ
ホ
ー
ル
で
行
う
集
団
接

種
と
、
９
か
所
の
医
療
機

関
で
す
。
 

健
康
福
祉
課
長
 

　
６５
歳
以
上
の
該
当
者
は

５
７
３
９
人
で
、
そ
の
う

ち
要
介
護
認
定
の
方
は
、

要
支
援
を
含
め
て
９
３
４

人
で
す
。
 

問  
 
６５
歳
以
上
の
方
は
何

人
で
、
そ
の
う
ち
要
介
護

者
は
何
人
か
。
 

健
康
福
祉
課
長
 

　
保
健
セ
ン
タ
ー
に
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ

電
話
対
応
い
た
し
ま
す
。
 

問  
 
近
所
に
ポ
ス
ト
が
無

く
、
予
約
票
が
返
信
で
き

な
い
方
に
対
し
て
の
対
策

は
。
 

問  
 
接
種
会
場
は
何
か
所

か
。
 

問  
 
１６
歳
以
上
の
方
で
、
 

母
子
手
帳
を
持
っ
て
お
ら

れ
る
方
は
持
参
い
た
だ
き

お
持
ち
で
な
い
方
は
保
険

証
や
介
護
保
険
証
、
負
担

割
証
な
ど
を
挟
め
る
カ
バ

ー
の
つ
い
た
接
種
手
帳
を

作
れ
な
い
の
か
。
 

健
康
福
祉
課
長
 

　
で
き
ま
せ
ん
。
ワ
ク
チ

ン
の
供
給
面
か
ら
国
が
決

め
た
接
種
順
位
に
従
っ
て

行
い
ま
す
。
 

問  
 
接
種
会
場
に
行
く
に

も
、
自
力
で
行
け
な
い
方

は
家
族
が
仕
事
を
休
ん
で

連
れ
て
行
か
な
い
と
い
け

な
い
が
、
介
助
者
も
一
緒

に
接
種
で
き
な
い
の
か
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
接
種
は
で
き

な
い
の
か
。
 

健
康
福
祉
課
長
 

　
今
の
と
こ
ろ
、
補
助
は

難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

問  
 
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
で

医
療
機
関
が
崩
壊
寸
前
と

ま
で
報
道
さ
れ
て
い
た
中

で
も
、
医
療
、
福
祉
関
係

に
進
学
し
よ
う
と
す
る
若

い
方
に
対
し
て
、
入
学
時

の
抗
体
検
査
や
予
防
接
種

費
用
の
補
助
は
で
き
な
い

の
か
。
 

健
康
福
祉
課
長
 

　
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い

ま
せ
ん
が
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
を
多
く
の
方
に
接
種

し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

集
団
の
中
に
感
染
者
が
出

て
も
流
行
を
阻
止
で
き
る

集
団
免
疫
効
果
が
発
揮
さ

れ
、
接
種
で
き
な
い
方
の

感
染
リ
ス
ク
も
減
ら
せ
る

と
考
え
ま
す
。
 

問  
 
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
で

き
な
い
方
に
対
し
て
の
支

援
策
は
。
 

健
康
福
祉
課
長
 

　
町
単
独
事
業
と
し
て
昭

和
３９
年
４
月
２
日
〜
平
成

６
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

男
女
を
対
象
に
費
用
を
助

成
し
て
い
ま
す
。
 

問  
 
風
疹
の
第
５
期
定
期

予
防
接
種
対
象
者
（
昭
和

３７
年
４
月
２
日
〜
昭
和
５４ 

年
４
月
１
生
ま
れ
の
男
性
）
 

以
外
は
接
種
で
き
な
い
の

か
。
 

医療機関からワクチン接種手帳の配布があります 
木村いづみ  
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一般質問 

子どもの人権を根底に置いた取り組みに 
努めています 石野光市  

問  
 
日
本
は
１５
歳
か
ら
３９

歳
の
死
因
の
第
１
位
が
自

殺
で
あ
る
と
い
う
「
自
殺

大
国
」
と
な
っ
て
お
り
、

こ
の
特
徴
は
諸
外
国
と
比

べ
て
も
特
異
で
あ
る
。
 

　
コ
ロ
ナ
禍
で
小
中
高
生

の
自
殺
が
２
０
２
０
年
は

増
加
し
、
女
子
高
生
で
特

に
大
き
い
と
報
じ
ら
れ
て

い
る
。
 

　
い
じ
め
、
虐
待
、
体
罰

が
法
的
に
禁
じ
ら
れ
る
国

と
な
っ
た
が
、「
自
己
責

任
論
」
の
押
し
つ
け
で
な

く
、
子
ど
も
自
身
が
自
ら

の
人
権
を
認
識
し
、
ま
わ

り
の
子
ど
も
の
人
権
も
認

め
合
う
環
境
が
、
不
登
校

対
策
を
は
じ
め
人
権
課
題

や
自
殺
予
防
に
も
つ
な
が

る
と
思
う
が
、
ど
う
か
。
 

教
育
長
 

　
「
自
己
責
任
論
」
の
押

し
付
け
は
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
声
に
し
っ

か
り
と
耳
を
傾
け
、
子
ど

も
た
ち
の
気
持
ち
に
寄
り

そ
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

　
つ
な
ぎ
目
を
斜
め
に
す

る
対
処
法
は
、
近
隣
に
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
関
東
地

方
の
自
治
体
で
は
実
施
さ

れ
て
い
る
所
が
あ
り
ま
し

た
。
効
果
等
を
調
査
し

導
入
を
検
討
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
２
次
製

品
で
改
良
が
加
え
ら
れ
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
部
と
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
面
を
ラ
ッ
プ
さ

せ
る
こ
と
で
対
策
し
て
い

る
製
品
も
あ
り
、
駅
周
辺

の
歩
道
部
で
使
用
し
ま
し

た
。
今
後
も
問
題
と
な
る

よ
う
な
箇
所
で
適
切
に
採

用
を
検
討
し
ま
す
。
 

問  
 
路
肩
の
縁
石
等
と
の

境
界
部
で
、
雑
草
が
生
え

る
と
こ
ろ
と
生
え
な
い
所

が
あ
る
。
品
質
と
し
て
改

善
は
。
 

問  
 
つ
な
ぎ
目
を
ゆ
る
や

か
な
斜
め
に
し
て
左
右
の

車
輪
が
同
時
に
つ
な
ぎ
目

を
通
過
し
な
い
等
、
対
策

で
き
な
い
か
。
 

住
民
生
活
課
長
 

　
警
察
と
協
議
し
な
が
ら

進
め
て
い
き
ま
す
。
 

問  
 
道
路
幅
が
狭
く
停
止

線
が
引
け
な
い
交
差
点
の

通
学
路
等
で
足
型
マ
ー
ク

を
描
い
て
い
た
。
新
入
学

の
時
期
で
も
あ
り
、
以
前

あ
っ
た
が
舗
装
後
に
な
く

な
っ
て
い
る
例
も
あ
る
。

ど
う
か
。
 

問  
 
図
の
よ
う
な
法
定
外

の
路
面
表
示
の
効
果
は
期

待
で
き
る
。
町
内
に
も
実

施
例
が
あ
る
が
、
さ
ら
に

増
や
せ
な
い
か
。
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

　
警
察
と
協
議
、
調
整
を

し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き

ま
す
。
 

舗
装
の
品
質

舗
装
の
品
質
 

舗
装
の
品
質
 

舗
装
の
つ
な
ぎ
目
の

舗
装
の
つ
な
ぎ
目
の
 

騒
音
、
振
動
対
策
を

騒
音
、
振
動
対
策
を
 

舗
装
の
つ
な
ぎ
目
の
 

騒
音
、
振
動
対
策
を
 

健
康
福
祉
課
長
 

 
所
得
制
限
を
設
け
て
も

１
２
０
０
万
円
程
度
と
見

込
ま
れ
ま
す
。
財
政
状
況

か
ら
今
の
と
こ
ろ
難
し
い

と
考
え
ま
す
。
 

問  
 
高
校
生
の
入
院
費
の

公
費
負
担
は
当
町
で
行
わ

れ
て
い
る
が
、
通
院
医
療

費
の
公
費
負
担
も
検
討
す

べ
き
で
な
い
か
。
費
用
試

算
は
。
 

高
校
生
の
通
院
の

高
校
生
の
通
院
の
 

公
費
負
担

公
費
負
担
 

高
校
生
の
通
院
の
 

公
費
負
担
 

副
町
長
 

 
検
討
し
ま
す
。
 

問  
 
３
月
１０
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

テ
レ
ビ
の
朝
の
番
組
で
、

厚
生
労
働
省
の
社
協
を
通

じ
た
生
活
資
金
融
資
（
３

月
末
ま
で
が
後
に
６
月
末

に
延
長
）
や
新
た
に
大
企

業
の
非
正
規
雇
用
で
の
シ

フ
ト
減
に
よ
る
収
入
減
に

も
対
応
す
る
、
労
働
者
が

オ
ン
ラ
イ
ン
か
郵
送
で
申

請
す
る
制
度
な
ど
が
周
知

さ
れ
て
い
な
い
問
題
を
と

り
あ
げ
て
い
た
。
町
Ｈ
Ｐ

で
の
掲
載
を
本
質
問
で
通

告
し
て
い
た
ら
、
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
で
掲
載
さ
れ
た
。
 

　
コ
ロ
ナ
関
連
の
項
目
と

共
に
「
く
ら
し
の
情
報
」

に
分
類
を
。
 

生
活
支
援
策
の

生
活
支
援
策
の
 

周
知
を

周
知
を
 

生
活
支
援
策
の
 

周
知
を
 

信
号
の
な
い
事
故
多
発

信
号
の
な
い
事
故
多
発
 

交
差
点
の
安
全
対
策

交
差
点
の
安
全
対
策
 

信
号
の
な
い
事
故
多
発
 

交
差
点
の
安
全
対
策
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第496回 臨時会 

教育委員会委員の任命 

監査委員の選任 

一般会計補正予算（第１号） 

 

 

福崎町国民健康保険条例の一部を改正する条例 

損害賠償の額を定め和解すること 

西村照明氏を任命 

三輪一朝氏を選任 

１０４０万円増額（総額８２億７３４０万円） 

地方税法など上位法令の改正に伴う改正 

介護予防支援計画作成手数料及び介護予防ケア 
マネジメント手数料を条例から削除する改正 

新型インフルエンザ等対策特別措置法の改正に 
伴う改正 

大庄屋三木家住宅土塀倒壊により破損した空調 
室外機等の損害を賠償 

人　事 

条　例 

その他 

令和３年度 
補正予算 

議 案 等  概 要  

全員賛成で同意・承認・可決した議案 

議案の審議結果 

　第４９６回臨時会は５月１日に招集されまし
た。今臨時会は議員選挙後の初議会となるため
議長・副議長選挙などにより、新しい議会構成
が決まりました。 

　また、町長から提案された教育委員会委員の
任命についてなどの議案７件が上程され、審議
の結果、いずれも原案のとおり同意・承認・可
決しました。 

　
令
和
３
年
１
月
２３
日
に
大
庄
屋
三
木
家
住
宅
の
東
側
の
土
塀
が
倒
壊
し
、
指
定

管
理
者
で
あ
る
株
式
会
社
Ｐ
Ａ
Ｇ
Ｅ
が
所
有
す
る
空
調
室
外
機
等
が
破
損
し
ま
し

た
。
土
塀
の
倒
壊
の
原
因
は
老
朽
化
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
 

社
会
教
育
課
長 

　
南
側
と
北
側
の
土
塀
は

既
に
改
修
工
事
を
終
え
て

い
ま
す
。
西
側
の
土
塀
に

つ
い
て
は
専
門
家
に
現
状

確
認
し
て
も
ら
い
、
対
応

を
求
め
て
い
ま
す
。
今
後

必
要
な
部
分
に
つ
い
て
は

改
修
計
画
を
策
定
し
、
県

の
補
助
に
基
づ
い
て
対
応

を
進
め
ま
す
。
 

　
倒
壊
し
た
土
塀
に
類
す

る
も
の
は
な
い
の
か
。
貴

重
な
文
化
財
で
あ
る
だ
け

に
、
け
が
等
の
な
い
よ
う

き
っ
ち
り
対
応
し
て
も
ら

い
た
い
。
 

豆 知 識 教育委員会委員とは 

　教育委員会委員は、町長が議会の同意を

得て任命します。非常勤で、任期は４年間

です。月１回～２回の定例会議などで教育

行政の重要事項や基本方針を合議制で決定

します。 

損壊物所有者　株式会社ＰＡＧＥ 

損壊物の名称　空調室外機４台 

　　　　　　　給湯器　２台 

　　　　　　　板塀　約１０ｍ 

損害賠償額　　４２９万５８３８円 

専決処分の承認を求めること 
（福崎町町税条例等の一部を改正する条例） 
 専決処分の承認を求めること 
（福崎町手数料条例の一部を改正する条例） 
 

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
同
意
 

氏　名　　西 村 照 明  
住　所　　福崎町福田 
任　期　　令和３年５月１日から
　　　　　令和５年９月３０日まで 
※任期は通常４年間ですが、前教育委員会
委員が任期途中で退職したため、残任期
間となります。 

にしむら　てるあき 
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新議会構成  
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新しい議会構成 決まる 

　世界中で猛威を振るっている新型コロナウイルス感染症は、町
民生活をはじめ経済活動などに大きな影響を与えています。加え
て、以前からの課題である人口減少や少子高齢化による社会保障
費の負担増、地域経済の立て直し、教育や福祉、自然災害への対
応など、多くの課題に取り組まなければなりません。今このとき
が、私たち福崎町議会が町民の皆様と一緒に未来を築き上げる大
事なときだと思います。福崎町は昼間人口が多く、働く町です。
福崎町に住みたいと町内外の皆様に思ってもらえるまちづくりを
目指していきます。 
　まだまだ大変な時期は続きますが、福崎町の発展のために円滑
な議会運営に努め、様々な課題に対して迅速かつ的確な施策を実
現できるよう力を尽くしてまいります。 

　二元代表制の下、議会は町政の意思決定を行い、町はこれを誠

実に執行します。また、議会には予算の執行が適正・公正・効率

的に行われているのか監視する役目があります。議会と行政は一

定の距離を保ち、緊張関係が必要であると考えています。限られ

た財源の中で議論を尽くし、住民の声を行政に届け、子育て支援

や安心安全に暮らせるまちづくり、共生社会の実現に取り組み、

議会改革にも力を注いでいきたいと考えています。そして、副議

長として城谷議長をサポートし、福崎町の発展のため、住民の代

表として、議会人として、一生懸命努めてまいります。 

議　　長 

城谷英之  
しろたに　ひでゆき 

竹本繁夫  

副　議　長 

たけもと　しげお 

三輪一朝  

監査委員 

み  わ　かずとも 

豆 知 識 監査委員とは 

　地方自治法に基づいて地方自治体の財務に関する事
務の執行及び経営に係る事業の管理を監査するほか、
必要に応じて法令に基づき各種の監査をする機関です。 
　福崎町の定数は２名で、財務管理等に優れた識見を
持つ者及び議員のうちから、町長が議会の同意を得て
選任します。 
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新議会構成  

上段左から　大塚記美代委員、松岡秀人委員、城谷英之委員、竹本繁夫委員、冨田昭市委員 
下段左から　河嶋重一郎委員長、石川治副委員長 

総務文教常任委員会 

民生まちづくり常任委員会 

　総務文教常任委員会は、町が進める
総合計画や行財政運営、町税、会計、
学校教育、社会教育など、多岐にわた
る項目について調査・審査を行います。 

　担当することがらは、総務課、企画
財政課、税務課、出納室、教育委員会
の所管に関する事項及び他の常任委員
会の所管に属さない事項です。 

　民生まちづくり常任委員会は、商工
業や観光の振興、町民の健康福祉の向
上、生活、防災、環境衛生、農業、ま
ちづくり及び上下水道の整備などにつ
いて調査・審査を行います。 

　担当することがらは、地域振興課、
住民生活課、健康福祉課、農林振興課
まちづくり課の所管に関する事項及び
公営企業に関する事項などです。 

上段左から　三輪一朝委員、　高平記委員、前川裕量委員、植岡茂和委員、宇　壽幸委員 
下段左から　小林博委員長、牛尾雅一副委員長 
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新議会構成  

議会選出の一部事務組合議会議員 議会選出の一部事務組合議会議員 議会選出の一部事務組合議会議員 議会選出の一部事務組合議会議員 
中播衛生施設事務組合 姫路福崎斎苑施設事務組合 くれさか環境事務組合 

議　員　　牛　尾　雅　一 
議　員　　冨　田　昭　市 
議　員　　松　岡　秀　人 

議　員　　植　岡　茂　和 
議　員　　竹　本　繁　夫 
議　員　　三　輪　一　朝 

議会広報常任委員会 

議 会 運 営 委 員 会  

　
議
会
広
報
常
任
委
員
会
は
、
皆
様
に
議
会
活
動
の
状
況

を
周
知
し
、
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
手
段
の
一
つ
と

し
て
、
定
例
会
ご
と
に
「
議
会
だ
よ
り
」
の
編
集
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
よ
り
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
議
論
を
深
め
、
議
会

の
動
き
を
お
伝
え
し
ま
す
。
 

　
議
会
運
営
委
員
会
は
、
議
会
の
運
営
に
関
す
る
事
項
、

会
議
規
則
、
委
員
会
条
例
等
に
関
す
る
事
項
、
議
長
の
諮

問
に
関
す
る
事
項
な
ど
の
調
査
、
審
議
を
行
い
ま
す
。
 

　
議
会
基
本
条
例
を
礎
に
、
議
会
の
規
律
を
正
し
、
町
民

に
信
頼
さ
れ
る
議
会
を
目
指
し
ま
す
。
 

上段左から　　高平記委員、河嶋重一郎委員、松岡秀人委員、石川治委員 
下段左から　植岡茂和委員長、大塚記美代副委員長 

議　員　　石　川　　　治 
議　員　　宇　　　壽　幸 

上段左から　三輪一朝委員、小林博委員、牛尾雅一委員、冨田昭市委員 
下段左から　前川裕量委員長、宇　壽幸副委員長 
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１番　三輪一朝  
み　わ かずとも 

（議席順） 

２番　石川　治  
いしかわ おさむ 

３番　大塚記美代 
おおつか き　み　よ 

４番　　高平記  
よしたか ひらき  

５番　河嶋重一郎  
しげいちろう かわしま 

６番　牛尾雅一  
うしお  まさかず 

７番　冨田昭市  
とみた  しょういち うさき  かずゆき 

９番　植岡茂和  
うえおか しげかず 

１０番　前川裕量  
まえかわ ひろかず 

１１番　松岡秀人  
まつおか ひでと  

１２番　小林　博  
こばやし ひろし 

１３番　竹本繁夫  
たけもと しげお  

１４番　城谷英之  
しろたに  ひでゆき 

で検索できます。 福崎町議会 

議
会
広
報
常
任
委
員
会
 

編
集
後
記
 

検索 

福崎町議会へのお問い合わせ、ご意見ご要望は下記へ 
〒679－2280　兵庫県神崎郡福崎町南田原3116－1　 
TEL（0790）22－0560　FAX（0790）22－2342 
ホームページ：http://www.gikai.town.fukusaki.hyogo.jp 

ふくさき議会だより第１５８号 
令和３年５月２０日　発行 

発  行／兵庫県福崎町議会 
編  集／議会広報常任委員会 

　
４
月
２５
日
執
行
の
福
崎
町
議
会
議

員
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
住
民
の
皆

様
の
ご
支
持
を
い
た
だ
き
、
新
た
に

１４
名
の
議
員
が
誕
生
し
ま
し
た
。
 

　
そ
の
後
、
５
月
１
日
（
土
）
に
第

４
９
６
回
福
崎
町
議
会
臨
時
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。
今
臨
時
会
で
は
福
崎

町
議
会
正
副
議
長
及
び
各
常
任
委
員

会
委
員
並
び
に
正
副
委
員
長
を
互
選
し

福
崎
町
議
会
が
新
体
制
で
動
き
出
し

ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
今
臨
時
会
で
は
追
加
議
案

を
含
め
て
７
つ
の
議
案
が
提
案
さ
れ

す
べ
て
の
案
件
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
皆
様
と
共
に
コ
ロ
ナ
禍
に
立

ち
向
か
う
た
め
、
皆
様
に
幅
広
く
ご

意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
議
会
一
丸

と
な
っ
て
活
動
し
て
い
く
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
 

　
こ
の
た
び
か
ら
議
会
広
報
常
任
委

員
長
に
任
命
さ
れ
、
議
会
だ
よ
り
の

編
集
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
意
見
を

い
た
だ
き
な
が
ら
活
動
し
て
い
く
所

存
で
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
意
見

ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
 

（
植
岡
茂
和
）
 

次の定例会は 

　6月4日 開催予定 

委
員
長
　
植

岡

茂

和

 

副
委
員
長
　
大

塚

記
美
代
 

委
　
　
員
　
石

川

　

治

 

委
　
　
員
　
河

嶋

重
一
郎
 

委
　
　
員
　
松

岡

秀

人

 

委
　
　
員
　
　

高

平

記

 

８番　宇　壽幸  


